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平成２５年第２回竜王町議会定例会（第１号） 

                             平成２５年６月７日 

                             午後１時００分開会 

                             於   議   場 

１ 議 事 日 程（第１日） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第４３号 竜王町子ども未来会議条例 

日程第 ４ 議第４４号 平成２５年度竜王町一般会計補正予算（第１号） 

日程第 ５ 議第４５号 平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議第４６号 平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議第４７号 平成２５年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第 ８ 議第４８号 平成２５年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ９ 議第４９号 平成２５年度竜王町水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議第５０号 琵琶湖流域下水道協議会規約を定めることを協議すること 

            について 

日程第１１ 報第 １号 平成２４年度竜王町一般会計繰越明許費繰越計算書につい 

            て 

日程第１２ 報第 ２号 平成２４年度竜王町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計 

            算書について 

日程第１３ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１１名） 

 １番 小 森 重 剛   ２番 竹 山 兵 司 

 ４番 岡 山 富 男   ５番 山 田 義 明 

 ６番 内 山 英 作   ７番 貴 多 正 幸 

 ８番 古 株 克 彦   ９番 松 浦   博 

１０番 西 村 公 作  １１番 菱 田 三 男 

１２番 蔵 口 嘉寿男    

３  会議に欠席した議員（ １名） 

 ３番 若 井 敏 子 

４  会議録署名議員 

 ８番 古 株 克 彦   ９番 松 浦   博 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹山 秀雄  副 町 長 川部 治夫 

教 育 長 岡谷ふさ子  会 計 管 理 者 赤佐 九彦 

総 務 政 策 主 監 福山 忠雄  住 民 福 祉 主 監 松瀬徳之助 

産 業 建 設 主 監 村井 耕一  総 務 課 長 奥  浩市 

政 策 推 進 課 長 杼木 栄司  生 活 安 全 課 長 井口 清幸 

住 民 税 務 課 長 犬井 教子  健 康 推 進 課 長 嶋林さちこ 

産 業 振 興 課 長 兼 
農業委員会事務局長 

井口 和人  建 設 計 画 課 長 竹内  修 

工業団地推進課長 尾﨑 康人  教 育 次 長 山添登代一 

学 務 課 長 市田太芽男  生 涯 学 習 課 長 田邊 正俊 

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 若井 政彦  書 記 臼井由美子 



- 3 - 

開会 午後１時００分 

○議長（蔵口嘉寿男） 皆さん、こんにちは。 

ただいまの出席議員数は、１１人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成２５年第２回竜王町議会定例会を開会いたします。 

会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 皆さん、こんにちは。平成２５年竜王町議会第２回定例会の

開会に当たり、一言御挨拶を申し上げます。 

本日、平成２５年第２回定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれ

ましては、何かとご多用の中をお繰り合わせの上御出席いただき、厚く御礼申し

上げます。 

町内の各集落ともに、植えつけられた苗がすくすくと成長し、緑色のじゅうた

んの様相でありますし、一方、収穫前の麦は黄金色を呈し鮮やかなコントラスト

を成しているところへ、琵琶湖を渡ってくる風が初夏の薫を運んでくれているよ

うに目に映ってまいります。 

議員の皆様にはいよいよ御健勝にて、昼夜を分かたず議員活動に御専念くださ

っていますことに、深甚の感謝と敬意を表するところでございます。あわせまし

て、日ごろは我々行政執行に携っております者に対しまして格別なる御指導と御

鞭撻を賜っており、衷心より御礼を申し上げる次第でございます。 

昨年１２月に執行されました衆議院議員の総選挙にて政権が民主党から自民党

へ入れかわり、安倍内閣が誕生し、「日本を取り戻す」のキャッチフレーズで、

「大胆な金融緩和」「機動的な財政出動」「民間投資を喚起する」成長戦略を３

本の矢とする、いわゆるアベノミクスを打ち出し、経済施策を進めてこられた結

果、内閣府は先月発表した２０１３年１月から３月のＧＤＰが年率では３．５％

成長になるとのことでありますし、消費者の心理の改善で自動車購入を中心に個

人消費が伸びたほか、米国向けに輸出が４・四半期ぶりにプラスに転じており、

景気の牽引役が公共事業から民需と輸出に移りつつあると判断されるところであ

ります。 

一方では、ＴＰＰ問題、電気料金の値上げによる生産コストアップ、円安の進

行で輸入業者は経営状態に大きく影響を受けている等々、近畿地域内にしても先

行き感に改善が報じられているものの、まだまだ力強さに欠ける面も否めません。

来年度には消費税増税が予定されていることとあわせ、経済動向をしっかりと見
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定めていかねばなりません。 

５月１７日には、安倍首相が成長戦略第２弾を都内の講演で発表されたところ

であります。注目すべきは、攻めの農林水産業政策を打ち出された中で、向こう

後１０年で農家の所得を倍増する考えを示されたことであり、設備投資を年間目

標７０兆円とするなど、３年で経済政策総動員の姿勢を明確にされました。 

私は、今の経済状況が安定し、本物になっていくことを願うものであります。

幸いにいたしまして、本町の大手自動車工場は好調な業績を維持され、４月度車

種別国内新車販売台数において、新型車が見事に第１位の成績をおさめられ、あ

わせて業界におけるシェアを守り続けてくださっていることに、本町の税収面か

らも感謝申し上げているところでございます。 

話を転じさせていただきますが、３月定例会期中に町の皆様に弁明の余地が全

くなく、申し開きできないような事態を発生させてしまいました。町内水道量水

器の期限切れを県の計量検定所から警告書により指摘を受けたことであります。

３，９１５個の量水器のうち２，６５３個が期限切れであるとの指摘に、正直申

し上げまして自分自身の目と耳を疑ったようなぐあいでありました。 

さらには同じ期限切れ量水器使用の指摘を平成１９年にも受けており、前職町

長名にて、謝罪と対策をあわせた内容の回答書を県に提出していることが判明し、

このことから竜王町に対する厳しい警告文面となったものと存じ、私自身申しわ

けの立たない事態であると断じたゆえんでもあります。 

すぐさま、検定所に赴く等対応いたしましたが、数が膨大なだけに、具体的な

交換の日程等が読み切れませず、住民の皆様への説明がおくれました。５月中旬

にようやく量水器の入手日、取扱業者との作業日程確認ができましたので、５月

１６日に緊急区長会、また、５月１７日上下水道運営委員会ほか各種団体様の会

合の場をおかりいたしまして状況報告とおわび申し上げた次第でございます。ま

ことに申しわけございませんでした。改めましておわび申し上げます。 

今は、副町長が直接指揮して体制を整え、一日も早く交換作業を終えること、

そして事態の収束が見られたところで庁内関係者の処分を考えているところでも

ございますが、何よりも職員の姿勢を正し、信頼回復に私みずから取り組まねば

ならないと考えておりますので、議員各位にもお気づきの点等ございましたら、

御指導を賜りますよう、ひとえにお願い申し上げる次第でございます。どうかよ

ろしくお願い申し上げます。 

さて、３月定例会以後のまちの主な動きでありますが、かいつまんで御報告申
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し上げたいと存じます。 

まず、総務政策部門でございますが、４月６日から１５日にかけて春の全国交

通安全運動が展開されました。期間中には、主要交差点などにおいて街頭啓発な

どを取り組み、住民の皆様や通行者への交通安全啓発に努めました。 

４月７日、平成２５年度竜王町消防団入退団式を実施、平成２５年３月３１日

付で退団者２７名でございました。平成２５年４月１日付で入団者２４名、総団

員数は現在１８９名となりました。 

５月２３日、スーセー・マリー市友好親善使節団来町であります。滞在期間は

５月２３日から５月３０日まででございます。 

５月２６日、竜王町消防団の非常招集訓練を行いました。出動人員１５４名で

あります。並びに可燃粗大ごみの収集を行いました。 

６月３日、竜王インターチェンジ周辺交通対策会議の開催、交通関係機関、近

隣自治体、地元関係団体に対して、三井アウトレットパークⅡ期増床並びに（仮

称）竜王岡屋工業団地計画に係る交通対策会議を開催し、取組報告並びに理解を

求めたところであります。 

６月５日、三井アウトレットパーク滋賀竜王と地元等情報交換会の開催を行い

ました。地域貢献協定に基づき、町内関係自治会、関係団体との情報交換会を開

催し、事業者との意見交換をいたしました。 

次に、住民福祉部門でございますが、４月１日、竜王小学校区学童保育所開所。

平成２４年１１月から建設工事に着手し、今年３月２５日に完了しました。現在

４７名の児童が、まつぼっくり児童クラブに在籍しています。 

４月１日、４つの町税、６つの町料金について、全国展開する２３社のコンビ

ニエンスストアで納入いただけるコンビニ収納の取り扱いを開始しました。 

４月１２日、「やまびこグループホーム芽ぶき」が竣工されました。やまびこ

福祉会３カ所目のグループホームとして、林地先に古民家を活用して開所しまし

た。定員は５名で障害を持った方が地域社会に溶け込みながら共同生活を送られ

ます。 

５月２９日、「グループホームわかすぎの丘・七里」が竣工されました。特定

非営利活動法人りゅうおう２カ所目の認知症対応型共同生活介護（グループホー

ム）が竣工し、地域密着型サービスとして６月１日にオープンとなっています。

入居定員は９人で、介護の支援を受けながら、可能な限り地域で共同生活を営み、

能力に応じ自立した日常生活を送られます。 
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次に、産業建設部門でございますが、５月８日以降、水道量水器期限切れ問題

について新聞報道がなされました。 

５月１６日、臨時区長会において量水器問題の報告と交換作業について説明い

たしました。 

５月２９日、日野川改修期成同盟会総会が開催され、事業計画と予算が審議さ

れ、早期の改修を切望しております。 

次に、教育委員会でございますが、４月１５日、新生公民館オープン以来、来

館者数が１０万人を達成いたしました。 

以上、この間の主な動きを申し上げました。 

なお、本定例会に提案申し上げます案件は条例１件、補正予算６件、繰越明許

費に関する報告２件、その他１件、計１０件であります。 

慎重なる御審議を賜り、お認めをいただきますようお願い申し上げ、開会の御

挨拶とさせていただきます。どうかよろしくお願い申し上げます。 

○議長（蔵口嘉寿男） これより本日の会議を開きます。 

皆さんのお手元に議会諸般報告書並びに竜王町議会会議規則第１１９条の規定

による議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろしくお願いいたします。な

お、説明は省略いたしますので、御了承願います。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（蔵口嘉寿男） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議規則第１１８条の規定により、８番古株克彦議員、９番松浦 博議員を指

名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から６月２０日までの１４日間

といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（蔵口嘉寿男） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から６月２０日までの１４日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により
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会議を進めてまいりたいと思いますので、御協力のほどをお願い申し上げます。 

それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第４３号 竜王町子ども未来会議条例 

日程第 ４ 議第４４号 平成２５年度竜王町一般会計補正予算（第１号） 

日程第 ５ 議第４５号 平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ６ 議第４６号 平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘 

            定）補正予算（第１号） 

日程第 ７ 議第４７号 平成２５年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

日程第 ８ 議第４８号 平成２５年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ９ 議第４９号 平成２５年度竜王町水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１０ 議第５０号 琵琶湖流域下水道協議会規約を定めることを協議すること 

            について 

日程第１１ 報第 １号 平成２４年度竜王町一般会計繰越明許費繰越計算書につい 

            て 

日程第１２ 報第 ２号 平成２４年度竜王町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計 

            算書について 

〇議長（蔵口嘉寿男） 日程第３ 議第４３号から日程第１０ 議第５０号までの

８議案並びに日程第１１ 報第１号及び日程第１２ 報第２号の２報告について

一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま一括上程いただきました議第４３号から議第５０号

までの８議案、報第１号及び報第２号の２報告につきまして、順を追って提案理

由を申し上げます。 

まず、議第４３号から議第５０号までの８議案につきまして提案理由を申し上

げます。 

議第４３号、竜王町子ども未来会議条例につきましては、一人一人の子どもが

健やかに成長することができる社会の実現を目指し、社会環境の整備及び総合的

な児童福祉行政を推進するため、竜王町子ども未来会議を設置するものでござい

ます。 
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子ども未来会議では、竜王町における子ども・子育て支援施策を、地域の子ど

も及び子育て家庭の実情を踏まえて実施するために、総合的かつ計画的に推進す

る必要があることから、児童福祉、教育双方の観点を持った方々の参画を得て、

地域における子ども・子育て支援について調査審議していただくものでございま

す。 

以上のことから「子ども未来会議」を設置いたしたく条例を制定するものでご

ざいます。 

次に、議第４４号、平成２５年度竜王町一般会計補正予算（第１号）につきま

しては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予算額が６２億７，

３００万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ１，９１６万２，００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億９，２１６万２，

０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主なものといたしましては、電気料金の単価の改定によって必要と

なります電気料の増額、給与システムの改修費、交通安全施設整備事業として西

横関集落内を流れる東浦川に転落防護柵及び橋梁部へのガードレールの設置に要

します費用の追加、地域イベント助成事業補助金及び若者交流推進事業補助金の

追加、固定資産評価替調査事業として本鑑定に要する手数料の追加、風しん予防

接種費用助成金の追加、町単独道路橋梁改良事業へ埋蔵文化財本掘調査のための

委託料の追加をお願いするものでございます。 

続きまして、歳入におきましては、町単独道路橋梁改良事業に充当するための

国庫支出金及び町債、また地域イベント助成事業補助金に対して充当するための

諸収入のそれぞれ追加及び増額でございます。 

次に、議第４５号、平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘

定）補正予算（第１号）につきましては、現在、お認めをいただいております当

初予算の歳入歳出予算額が１０億５，８２０万円でございます。今回、総額に歳

入歳出それぞれ８１万９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１０億５，９０１万９，０００円といたしたいものでございます。 

歳出予算の内容といたしましては、平成２５年度税制改正によります特定世帯

等に係る国民健康保険税の軽減特例措置の延長に伴うシステム改修費について総

務費の一般管理費へ８１万９，０００円を追加するものでございます。 

歳入予算の内容といたしましては、このシステム改修費が全額国庫負担となり

ますことから、国庫支出金のうち財政調整交付金について８１万９，０００円を



- 9 - 

増額するものでございます。 

次に、議第４６号、平成２５年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘

定）補正予算（第１号）につきましては、現在お認めをいただいております当初

予算の歳入歳出予算額が、医科８，３６０万円でございます。今回、医科におき

まして総額に歳入歳出それぞれ５万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ８，３６５万７，０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、電気料金の単価の改定に係って電気料５万

７，０００円を増額するものでございます。 

歳入の内容といたしましては、繰越金が５万７，０００円の増額でございます。 

次に、議第４７号、平成２５年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予算

額が６億４，１６０万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ１５万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億４，１７５万円といたし

たいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳出について、電気料金の単価の改定に係

って農業集落排水事業に係る２地区２処理場のほか、ポンプ施設等の電気料１５

万円を増額させていただくものでございます。 

歳入の内容といたしましては、繰越金が１５万円の増額でございます。 

次に、議第４８号、平成２５年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号）

につきましては、現在お認めいただいております当初予算の歳入歳出予算額が６

億９，５８０万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ１９５万７，０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億９，７７５万７，

０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳出では、保険給付費として要介護認定を

受けられた方の住宅改修に伴う居宅介護住宅改修費が１９５万７，０００円の増

額でございます。増額の理由といたしましては、当初の見込みに比べて、要介護

１・２の被保険者が居宅で自立した生活を送ることができるよう住宅改修の相談

が増加していることと、またその改修の内容が段差解消等の高額な改修となりま

したことから、早い時期に当初の予想を上回る予算の執行が見込まれることから

今後の見込み額を含めて増額補正をお願いするものでございます。 

歳入におきましては、保険給付費に見合う国、県、支払基金などの公費負担分

並びに一般会計繰入金、介護給付費準備基金繰入金のそれぞれ増額でございます。 
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次に、議第４９号、平成２５年度竜王町水道事業会計補正予算（第２号）につ

きましては、平成２５年度竜王町水道事業会計の３条予算における収益的支出の

既決予定額は３億２，７９６万４，０００円でございます。今回、この予定額に

３６０万円を追加し３億３，１５６万４，０００円に、また、４条予算における

資本的収入の既決予定額は９，０８０万円でございますが、この予定額に７２０

万円を追加し９，８００万円に、資本的支出の既決予定額１億３，６７５万２，

０００円に７２０万円を追加し１億４，３９５万２，０００円にさせていただく

ものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、収益的支出につきましては、総係費といた

しまして地方公営企業法改正に伴います新公営企業会計制度導入支援業務委託料

３６０万円を増額するものでございます。 

資本的収入につきましては、本来、当初予算において計上すべき経費であるも

のの、これが計上漏れとなっておりましたことから、他会計負担金といたしまし

て保育園上水道管新設工事に伴います一般会計からの負担金７２０万円を増額し、

資本的支出につきましては、工事請負費といたしまして保育園上水道管新設工事

に伴います工事費７２０万円を増額するものでございます。 

次に、議第５０号、琵琶湖流域下水道協議会規約を定めることを協議すること

については、本協議会は、財団法人滋賀県下水道公社解散に関連し、公社理事会

にかわるものとして、県と各市町が共同して流域下水道事業の運営に参加し、市

町の意見が反映される枠組みをつくることを目指し、昨年度来、県と市町が協議

して設置の方向づけがされたものであります。 

流域下水道事業は、県と市町がそれぞれ流域下水道、関連公共下水道の管理者

としての管理責任をもって、密接に連携、協力して進めていく必要がございます。

また、流域下水道の建設、維持管理に職員の派遣及び市町の負担金が充てられて

おり、双方がその運営について責任を持つことが求められています。 

このことから、本協議会では、流域下水道の運営に係る計画を共同して策定す

ることとしており、広域にわたる総合的な計画を共同して作成する協議会として、

地方自治法第２５２条の２第１項の規定に基づき、議会の議決を必要とする協議

会としたものであります。 

今回、この協議会の設置に当たり、滋賀県知事より１３市６町に対して、議会

の同意（議決）の協議があったことから同意を求めるものです。 

本協議会設置により、これまで以上に市町の意向を反映させるための枠組みが
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構築されるとともに、県と市町で事業内容等について連絡調整する場を持つこと

で、円滑な事業実施が図られ、県・市町双方にメリットが生まれるものと考えて

おります。 

なお、今後の予定でございますが、今議会において、琵琶湖流域下水道協議会

規約を定める協議の議決をいただいた後、県と市町が協議により規約を定めて協

議会を設置し、その旨を告示するとともに総務省へ届け出を行う手順となります。 

以上、議第４３号から議第５０号までの８議案につきまして、提案理由を申し

上げたところでございますが、議第４４号につきましては、詳細について担当課

長より説明させますので、よろしく御審議を賜り御承認をいただきますようお願

い申し上げ、提案理由といたします。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 奥総務課長。 

○総務課長（奥 浩市） ただいま、町長から議第４４号、平成２５年度竜王町一

般会計補正予算（第１号）について、提案理由の説明があったわけでございます

が、さらにその内容についてお手元配付の補正予算の概要により説明させていた

だきます。 

まず歳入予算では、国庫支出金につきましては、社会資本整備総合交付金が１

６９万３，０００円、前年度繰越金が１，４９７万８，０００円、諸収入といた

しまして健やかコミュニティモデル地区育成事業交付金が１００万円、町債が１

５０万円のそれぞれ追加及び増額でございます。 

国庫支出金につきましては、町単独道路橋梁改良事業における文化財の本堀調

査に係る委託料に対して充当するための社会資本整備総合交付金でございます。

諸収入につきましては、地域イベント助成事業補助金に対して充当するための財

団法人地域社会振興財団からの健やかコミュニティモデル地区育成事業交付金で

ございます。町債につきましては、町単独道路橋梁改良事業における文化財の本

堀調査に係る分でございます。 

次に、歳出予算の主なものといたしましては、このたびの電気料金の単価の改

定につきまして、事業者から国の認可を得た旨の連絡を受けましたので、この改

定内容による本年度の各事業に係る影響額を試算し、追加させていただくもので

ございます。 

本町における今般の電気料単価の改定による影響額は、一般会計における本町

の主な公共施設に係る影響額につきまして、総合庁舎管理事業に係る電気料が１

１２万２，０００円の増額とすることを初めといたしまして、当初予算計上額に
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対して総額で５２１万３，０００円の増額と試算させていただいております。 

続きまして、一般管理におきます委託料に係る給与システムの改修に係る分９

８万７，０００円の追加でございます。国から地方についても実施を要請されて

おります人件費削減に係りまして必要となります給与システムの改修業務の委託

に要する費用でございます。 

続きまして、交通安全施設整備事業における工事請負費でございます。本年１

月に西横関集落内を流れる東浦川におきまして転落によると見られる死亡事故が

発生し、これを受けて西横関自治会長名で「地域住民の安全確保に関する要望

書」の提出をいただいているところでございます。本町といたしましても、当該

事案を重く受けとめ、早急な安全対策を図るため、転落防護柵及び橋梁部へのガ

ードレールの設置に係る工事請負費１３０万円を追加するものでございます。 

続きまして地域イベント助成事業補助金でございます。平成２４年度におきま

して、町総合運動公園を会場に「イートザロック２０１２－竜王食音祭－」と題

して、本町内の若者で構成する実行委員会が中心となったイベントが開催され、

広く県内外から約５，０００人の方々に来町いただいたと伺っております。 

このイベントは、音楽フェスを中心として、各地からの屋台の出店から竜王町

の特産品等の展示ブース、また献血や福祉施設等の情報を発信するコーナーまで、

幅広い内容により取り組まれております。 

平成２５年度におきましても、同実行委員会にて８月２４日に開催を計画され

ているところですが、これに向けて、さきに本町を通じて財団法人地域社会振興

財団に対しまして助成金の申請を行っておりましたところ、このたび、これの内

示を受けました。つきましては、この助成金、補助率１０分の１０でございます

が、助成金を町を通じて同実行委員会に対して支出するための地域イベント助成

事業補助金１００万円を新規に追加させていただくものでございます。また、こ

れにあわせまして、同実行委員会が当該イベントにおいて実施する竜王町に関す

る情報の発信について一層効果を高めることなどを目的として、町単独事業によ

る若者交流推進事業補助金３０万円についても新たに追加させていただくもので

ございます。 

続きまして、固定資産評価替調査事業でございます。こちらにつきましては、

平成２５年度当初予算において評価替え業務に係る手数料について、本鑑定分と

して計上すべき経費が計上できておりませんでした。つきましては、この本鑑定

に要する経費について４６６万９，０００円を増額させていただくものでござい
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ます。 

続きまして、風しん予防接種費用助成金でございますが、報道等でも取り上げ

られ関心が高まってきておりますが、主に都市部において風しんの流行が認めら

れる状況がございまして、大阪等の大都市圏への通勤圏内となる本県におきまし

ても、現在各市町においてこれへの対応が検討されているところです。また、加

えて妊婦が風しんに感染することによる胎児への影響も想定されることから、本

町におきましても、特に高い関心を持って町内医療機関や町保健センターへお問

い合わせをいただいております。 

こうした状況から、本町においてもワクチン接種費用の助成を行うに当たり、

これまでの風しんの予防接種の背景を踏まえて、助成対象者については、現在婚

姻中で妊娠を希望されている平成２年４月１日以前生まれの女性及び男性及び妊

娠している女性の夫で、かつ平成２年４月１日以前生まれの男性について、町単

独によるワクチン接種費用の一部助成を行わせていただきたく、これに要する所

要額として１５０万円を追加するものでございます。 

続きまして、町単独道路橋梁改良事業でございます。平成２５年度においても

引き続き進めております町道松陽台安養寺線の新設事業につきまして、同敷地に

おける埋蔵文化財に係る試掘調査の結果、近江八幡市の区域内において柱穴や杭

等の遺構が発見されましたことから、本堀調査を行う必要が生じました。つきま

しては、この本堀調査について、近江八幡市教育委員会に委託して実施すること

となりますことから、これに要する委託料として３３８万７，０００円を追加す

るものでございます。 

以上、まことに簡単ではございますが、議第４４号、平成２５年度竜王町一般

会計補正予算（第１号）の概要を申し上げ説明といたします。よろしくお願いし

ます。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、報第１号及び報第２号につきまして御報告いた

します。 

報第１号、平成２４年度竜王町一般会計繰越明許費繰越計算書及び報第２号、

平成２４年度竜王町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書につきましては、

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により御報告申し上げるものでござい

ます。 

本繰越明許費繰越計算書の内容につきましては、去る３月定例会において、地
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方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用できる経費と

してお認めをいただきました平成２４年度の繰越明許費に係るものでございます。 

一般会計では、篠原駅周辺都市基盤整備事業９２３万１，０００円、高齢者福

祉施設等整備事業３，０００万円、児童福祉施設（保育所）整備事業８，１９２

万３，０００円、町単独道路橋梁改良事業４，９４５万円、まちづくり交付金事

業５億３，２９２万円、防災情報通信設備整備事業２，０７２万７，０００円、

中学校施設整備事業２億８６８万８，０００円及び竜王幼稚園施設整備事業３５

４万円の各事業につきまして繰り越しをさせていただきました。 

次に、下水道事業特別会計では、特定環境保全公共下水道事業５８０万円につ

きまして繰り越しをさせていただきました。 

これらの事業におきましては、早期に完了できるよう努めてまいりたいと存じ

ます。どうぞよろしくお願い申し上げまして報告といたします。 

以上をもちまして、議第４３号から議第５０号までの８議案、報第１号及び報

第２号の２報告全てにつきまして順を追って提案理由を申し上げましたので、よ

ろしく御審議を賜り、御承認をいただきますようお願い申し上げ、提案理由とい

たします。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（蔵口嘉寿男） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

この際、日程第１１ 報第１号及び日程第１２ 報第２号の２報告について、

質疑がありましたら、これを認めることにいたします。 

質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

〇議長（蔵口嘉寿男） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、日程第１

１ 報第１号及び日程第１２ 報第２号の２報告について報告を終結いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１３ 議員派遣について 

○議長（蔵口嘉寿男） 日程第１３ 議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。竜王町議会会議規則第１１９条の規定により、お手元に配

付のとおり議員を派遣することにいたしたいと思います。なお、緊急を要する場

合は、議長においてこれを決定いたしたいと思いますが、これに御異議ございま

せんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

〇議長（蔵口嘉寿男） 御異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定い
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たしました。 

なお、派遣された議員は、派遣の結果を議長に報告していただくようお願いい

たします。 

以上で本日の議事日程は全部終了いたしました。これをもって本日の会議を閉

じ、散会いたします。 

大変御苦労さまでございました。 

散会 午後１時５０分 

 

 

 


